
令和7年度 江田島市地域おこし協力隊活動報告
地域おこし協力隊：山田 京子

・取り扱い商品の見極め（継続・終売）
・新規の取引先（納入業者）開拓
・えたじまーれ主催のイベント開催
（企画・運営 等）

『この１年間の主な活動内容』
2025年2月2日にグランドオープンした【えたじまーれ】の運営補助業務

主な業務



『取扱商品の見極め』とは

オープンから日数が経過すると、売れる商品/売れない商品
が可視化される。
その中で、その原因を考え取り扱いを残す商品と、売場から
除外する商品を見極める。
※見極めるために
・展開場所を変えてみる
・関連陳列などをしてみる
・訴求POPの作成→活用

等のことを実施し、それでも動きの悪いものに関しては定番
商品から外していく
という作業



『新規の取引先（取扱商品）の開拓』とは

先の取引商品の見極め作業の結果、定番から商品が外れると
そこに【空席】が生じる。
そのため、新たに別の商品を並べる必要があるため、何を導入
すれば良いのかを検討。
えたじまーれは江田島市の特産品販売所なので、主として市内
業者により製造されているものを最優先で取扱いしている。
一方、観光客の中には他都道府県から江田島に直接来島し、
そのまま地元に戻るというケースも少なくない。
よって、新規導入商品を検討する際は【広島県全体】の商品を
検討することも必要。



はなまる海産様（深江漁協）

Oyster Café Etajima様のドレッシングとグッズ

七宝丸様（ハジマリノテラス）
坪木様
平井興産様
ポークアンドチキン江田島様
おきらくや様
マルイチ水産様
寺本水産様

↓

待望の酒類コーナー珍味
（倉橋：丸平水産様廃業につき
尾道：亀田商店様）

江田島の牡蠣と安芸高田の柚子
を使って作られた広島オイスター
（楠原壜罐詰工業㈱様）
レモスコシリーズ

全国有名アイスクリーム



えたじまーれ利用客の
購入内訳

バス/自家用車での観光客
・主力商品は生鮮品（野菜・果物）
・時々加工品が混ざる

公共交通機関利用客
・生鮮品は回避（重い・傷む）
・主として加工品

地元利用客
・９割が生鮮品（日常に浸透しつつある）
・たまに発送用や里帰りしてきた親戚などが
あった時に加工品が混ざる



2025年7月21日（月祝）
第１回えたじまーれフェス
を開催しました！

『えたじまーれ主催イベント』

この日は【海の日】にあたり、
江田島バス様が無料乗車
デーを実施されていたため
『お酒を楽しんでもらおう！』
との思いでイベントを計画・
実施しました。

当日は生演奏などもあり、
ご来場者の皆さまにも
とても楽しんでいただけた
様子でした。



2025年11月15日（土）
第２回えたじまーれフェス
を開催しました！



総 括 まずは開店後の一年間を無事に乗り切ることができました。
これもひとえにえたじまーれに納品いただいている農家さんや
漁師さん、事業者の皆さま、そしてご愛顧下さったお客様の
おかげと感謝しております。
いつ来ても新鮮で安い生鮮品がある、これまで島内であまり
見ることのなかった商品がある…と喜んでいただけるような販
売所づくりに引続き取り組んでいきたいと思います。

イベントについても、どのようにすれば皆さまに楽しいひととき
を過ごしていただけるか、広く実施のお伝えができるかなど、
工夫しつつ実行していきたいと考えております。



皆様に愛される場所に

おかげさまで

年間の来店者数 → 約２５，０００人
取扱い商品アイテム数 → 約７００点
         （2025.12月末時点）

オープン初日来店者数 → 約１，０００人弱（約８００人）
取扱い商品アイテム数 → 約４８０点
         （2025. 2月2日時点）

これからも進化を続けます！
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